
条件

？

見えない

聴こえない

嗅げない

味わえない

触れない
手足が不自由

な

移動が不自由

な

トイレが不自

由な

呼吸が不自由

な

覚えられない
文字を読めな

い

言葉がわから

ない

知識がない
連れから目を

離せない

時間がない

遠方からの

お金がない

主体

？

男性

女性

性的少数者

乳幼児

小学生

中学生

高校生

学生

院生

研究者

学芸員

スタッフ

業者

作家

教師

日本人

外国人

ペット

活動

？

仕事

デート

遊び

暇つぶし

学習

研究

調査

食事

お茶

休憩

排泄

読書

散歩

制作

展示

旅行者

対象

？

建物

ロビー

展示室

上映室

講堂

カフェ/レスト
ラン

ショップ

キッズ・スペ

ース

ライブラリー

展覧会

上映会

トークショー

作品

インスタレー

ション

キャプション

出品リスト

カタログ

ウェブサイト

× × ×

価値

=

美術館のカフェに入ってみたら、老舗のお

茶屋さんとコラボしたインスタレーション

があった。その作品と関係する抹茶セット

を頂いた。五感で体験するアート。解説コ

ンテンツで茶道（千利休）とアートについ

て学べた。開催中の展覧会とも関係ある内

容で、いい導入になった。

ステップ1
カードを選ぶ

ステップ2
ストーリーを考える

ステップ3
できたストーリーを保存する

？ 楽しみ

よろこび 学び

つながり

気付き

確信

爽快

いい運動

達成感

やる気

いい時間

もやもや

笑い

目の保養

発見

いい思い出

期待通り

セレンディピ

ティ

期待以上

× × × =

× × × =

× × × =

旅行者(カップル)が日程最終日に立ち寄っ
た美術館、時間がないのでじっくり見る余

裕がない。作品に添えられたキャプション

が文字だけでなく作者の制作裏話が添えら

れており、新鮮なイメージで作品を閲覧で

きた。短時間で作品の世界を理解でき、思

い出につながった。

生徒に美術を教えたり

紹介したりするべき立

場の先生が美術の知識

がない。

× × × =

妻に子供の世話を頼まれた男性が、趣味の

美術鑑賞のために子供を連れて美術館に訪

れた。キッズ・スペースが充実しており、

託児も可能なためゆったりと作品を鑑賞で

きた。キッズ・スペースは美術館ならでは

の作りで、子供も楽しめたようで満足のい

く時間を過ごせた。

× × × =
学芸員が時間がない中で作らなければ

いけない作品リスト。作品が描かれた

時代背景や影響を受けた作家などを調

べるなかで、やる気がでるような美術

品DBが世の中にあるともっといいの
になあ、という願望。

気付きノート

美術館に実際に来ている人た

ちの他にも、様々な「潜在的

ユーザー」がいる可能性に気

づきました。（石橋）

キャプションは作品そのもの

に紐付いている

けど、すべての作品について

るわけではないので、ちょっ

と残念

違う場所で同じ絵

を見る体験の面白

さ

旅をする絵

旅をしない絵

ひとつ空欄にして「こ

こに何が入る？」と考

えてみてください。

美術館の新たなサービスを発想しよう！

外国人知識がない お茶
インスタレー

ション

セレンディピ

ティ

時間と共にどう変化しますか？

1. 事前の期待
2. 真っ最中の体験
3. 直後の印象
4. しばらく経って振り返った印象

気づいたことを随時メ

モしてください。最後

に発表の時間もありま

す（任意）。

好きな言葉を書き込ん

で、新たなカードを作

ってもいいですよ。

どんな「負」の要素が

ありますか？それはど

うすれば解消できます

か？

条件 主体 活動 対象 価値

条件・主体・活動・対象それぞれ担当を決めて選んでみましょう

ストーリーを書いていきましょう。

具体的なシーンの肉付けをWS内でや
ってみましょう

キャプション
時間がない 旅行者

デート いい思い出

× × × =キャプション時間がない 旅行者
デート いい思い出

長く付き合ってるカップルが旅行先で

よく知られた有名な絵を見た。キャプ

ションに、あまり知られてない興味深

いその絵のエピソードの紹介がありそ

の絵を見田ことが深い体験になり、旅

行体験のいい思い出になった。

旅行の合間に美術館に立ち寄ったカップルが、何となし

に見ていた作品のキャプションにQRコードを見つけた。
LINEの友達登録に促された先でより詳細な絵の背景を知
ることができたし、旅行から帰った後にも、その絵が今

どこで展示されているかの通知があり、偶然近くに来て

いることを知る。再度見る機会に恵まれ、旅行の楽しか

った記憶もまた蘇ってきた。

フィレンツェから出られない絵

場所との紐付け、

その場所にある価

値

音声ガイド、全部

の作品にキャプシ

ョンがない問題

カタログが全くな

いと深掘りできな

い

日本の音声ガイド、古い問題

音声ガイドの音楽

、テーマに沿って

いるものがある

ヨーロッパの方がチャレンジング

日本はタレントが音声とか

スマートフォンでで

きると利用者のコス

トは下がりそう

500円、高い？やすい？

キャプション、いろん

な人が書いてるはずな

ので共有できないかな

主観があった方が面白い

音声ガイドは耳で

聴くので、絵に集

中できる

追体験できない

キャプション小さ

い、みんなで読め

ない

キャプションを書いた人のこ

だわり、観点の面白さがキー

になり、鑑賞した後二人で語

り合いよい思い出になった。

音声ガイドが収益を

上げるためのツール

になってしまってる?

遠方からの

連れから目を

離せない

時間がない 学芸員

知識がない

男性 趣味

教師

キッズ・スペ

ース

仕事

よろこび

気付き

出品リスト制作 やる気

建物

作品の関連性がD
Bに含まれていな
い

現在は作品単体のデータでは？

学芸員の方のリア

ルな作品管理方法

知りたいな！

設備

モチベーションがない状態から、

美術館を通じて気づきを得る

ナビゲーション

(適切なガイド)
があり、仕組み

がわに助けられ

た

DBよりはAPIとして考える
美術専用のメディアタイプ

があってもいい

リレーション、関係性

作品の作られた背景情報

今のデータ分析力な

らもっと項目を細か

く分けられそう

AIで人間が気がつ
かない関連性を示

してくれないかな

美術品の管理DB
のフォーマットを

統一

キュレーターが選ん

だ作品、ということ

自体がコンテンツ

学芸員が時間がない中で作らなければ

いけない作品リスト。美術品のAPIを
使って作品が描かれた時代背景や影響

を受けた作家などを調べるなかで、新

しい関連性を知りやる気がでる。さら

には作品の再評価につながる。

アートのウェブ

美術館のカフェに入ってみたら、老舗のお

茶屋さんとコラボしたインスタレーション

があった。その作品と関係する抹茶セット

を頂いた。五感で体験するアート。解説コ

ンテンツで茶道（千利休）とアートについ

て学べた。開催中の展覧会とも関係ある内

容で、いい導入になった。

ステップ3
できたストーリーを保存する

× × × =

× × × =

× × × =

旅行者(カップル)が日程最終日に立ち寄っ
た美術館、時間がないのでじっくり見る余

裕がない。作品に添えられたキャプション

が文字だけでなく作者の制作裏話が添えら

れており、新鮮なイメージで作品を閲覧で

きた。短時間で作品の世界を理解でき、思

い出につながった。

生徒に美術を教えたり

紹介したりするべき立

場の先生が美術の知識

がない。

× × × =

妻に子供の世話を頼まれた男性が、趣味の

美術鑑賞のために子供を連れて美術館に訪

れた。キッズ・スペースが充実しており、

託児も可能なためゆったりと作品を鑑賞で

きた。キッズ・スペースは美術館ならでは

の作りで、子供も楽しめたようで満足のい

く時間を過ごせた。

× × × =
学芸員が時間がない中で作らなければ

いけない作品リスト。作品が描かれた

時代背景や影響を受けた作家などを調

べるなかで、やる気がでるような美術

品DBが世の中にあるともっといいの
になあ、という願望。

キャプションは作品そのもの

に紐付いている

けど、すべての作品について

るわけではないので、ちょっ

と残念

違う場所で同じ絵

を見る体験の面白

さ

旅をする絵

旅をしない絵

外国人知識がない お茶
インスタレー

ション

セレンディピ

ティ

ストーリーを書いていきましょう。

具体的なシーンの肉付けをWS内でや
ってみましょう

× × × =キャプション時間がない 旅行者
デート いい思い出

長く付き合ってるカップルが旅行先で

よく知られた有名な絵を見た。キャプ

ションに、あまり知られてない興味深

いその絵のエピソードの紹介がありそ

の絵を見田ことが深い体験になり、旅

行体験のいい思い出になった。

旅行の合間に美術館に立ち寄ったカップルが、何となし

に見ていた作品のキャプションにQRコードを見つけた。
LINEの友達登録に促された先でより詳細な絵の背景を知
ることができたし、旅行から帰った後にも、その絵が今

どこで展示されているかの通知があり、偶然近くに来て

いることを知る。再度見る機会に恵まれ、旅行の楽しか

った記憶もまた蘇ってきた。

フィレンツェから出られない絵

場所との紐付け、

その場所にある価

値

音声ガイド、全部

の作品にキャプシ

ョンがない問題

カタログが全くな

いと深掘りできな

い

日本の音声ガイド、古い問題

音声ガイドの音楽

、テーマに沿って

いるものがある

ヨーロッパの方がチャレンジング

日本はタレントが音声とか

スマートフォンでで

きると利用者のコス

トは下がりそう

500円、高い？やすい？

キャプション、いろん

な人が書いてるはずな

ので共有できないかな

主観があった方が面白い

音声ガイドは耳で

聴くので、絵に集

中できる

追体験できない

キャプション小さ

い、みんなで読め

ない

キャプションを書いた人のこ

だわり、観点の面白さがキー

になり、鑑賞した後二人で語

り合いよい思い出になった。

音声ガイドが収益を

上げるためのツール

になってしまってる?

遠方からの

連れから目を

離せない

時間がない 学芸員

知識がない

男性 趣味

教師

キッズ・スペ

ース

仕事

よろこび

気付き

出品リスト制作 やる気

建物

作品の関連性がD
Bに含まれていな
い

現在は作品単体のデータでは？

学芸員の方のリア

ルな作品管理方法

知りたいな！

設備

モチベーションがない状態から、

美術館を通じて気づきを得る

ナビゲーション

(適切なガイド)
があり、仕組み

がわに助けられ

た

DBよりはAPIとして考える
美術専用のメディアタイプ

があってもいい

リレーション、関係性

作品の作られた背景情報

今のデータ分析力な

らもっと項目を細か

く分けられそう

AIで人間が気がつ
かない関連性を示

してくれないかな

美術品の管理DB
のフォーマットを

統一

キュレーターが選ん

だ作品、ということ

自体がコンテンツ

学芸員が時間がない中で作らなければ

いけない作品リスト。美術品のAPIを
使って作品が描かれた時代背景や影響

を受けた作家などを調べるなかで、新

しい関連性を知りやる気がでる。さら

には作品の再評価につながる。

アートのウェブ

音声ガイドって

みるのに集中できる

からいいよね

音声ガイドにしかない

情報が結構あるけど、

聴かなきゃって感じに

なるので辛い

やたら俳優さん使って

るからお金払ったら負

けかなって思うことが

ある

ぜんぶについてないと

結局意味ないよね

知覚だけで出来上

がっちゃっていい

の？

音声ガイドじゃな

くてもいいのでは

？賛美歌とか。

イヤホンをつけている=個人
が黙っている前提にたって

いるので、会場内全体に音

楽ながしてもいいのでは?

本来的には

場の共有だよね

アトラクション・見せ物小屋

熱心な人はメモ

取ってるけど、

共有できたら取

らなくてもよい

のでは

キャプション自

体が作品を表象

する場合という

のがありうる

メタ情報自体が消

費の対象になって

いるけれど、それ

は現場じゃないと

成立しない

キャプションから

作品をみるのが逆

振りできると面白

そう。人によって

感想が違うはず

言葉を通して

鑑賞するのは

みるのみるの

に近い行為

触覚とか味覚中

心を徹底したア

プローチはでき

るのか？

どうやったらキ

ュレーションを

か開放すること

ができるのか？

セッション３

外部のキュレー

ターがキュレー

ションをさらに

付与していく仕

組み

視点が折り

重なってい

くと面白く

なる

他の展示のとき

に使われたキャ

プションが横断

的にでてくる

10年前はこういうキャ
プションを使ってたけ

ど、研究成果が反映さ

れてこうかわりました

1880年に健康を崩したマネは療養
のためパリ郊外のベルヴュに家を

借りる。そうしたマネのもとに友

人たちが見舞いに訪れる中、彼は

油絵に取り組み、人物、風景、静

物などを約30点ほど描いている。
本作はこうした夏のベルヴュ滞在

のあいだに制作された作品のひと

つ。この絵はマネ没後の翌年に行

われた競売で、マネ作品の収集家

であったオペラ座のバリトン歌手
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どういう来歴

なの？を解説

するキャプシ

ョンがほしい

新しい研究成果

ってどれ？論争

にになっていた

のはどれとどれ

？

新しくXXとい
う作品が新た

に見つかりま

した的な

X線の分析
写真とか修

復履歴のメ

モとか

それこそ100年前
のキャプション

とかみたい（※

しかしホワイト

キューブ以降）
新聞やサロンの評価？？
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